
　

第
７
回
小
林
市
郷
土
芸
能
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
11
月
12
日
に
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
市
内
各
地
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
芸
能
が
一
堂
に
会
し
、

披
露
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
。
本
来
３

年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
中
止
を
挟
み
、
６
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
林
市
郷
土
芸
能
保
存
会
連
合

会
に
所
属
す
る
８
団
体
が
出
演
し

た
ほ
か
、
特
別
ゲ
ス
ト
で
国
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
の「
祓
川
神
楽
」

（
高
原
町
） 

も
出
演
。

　

市
内
外
か
ら
約
３
５
０
人
が
来

場
し
、
各
団
体
が
地
域
で
舞
い
継

が
れ
て
き
た
郷
土
芸
能
を
披
露
す

る
と
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

受
け
継
い
で
き
た
舞
や
踊
り
を

市
内
８
つ
の
団
体
が
披
露

小
林
市
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ま
た
、
演
目
の
最
後
に
は
、
野

尻
地
区
出
身
で
江え

ど

だ

い

か

ぐ

ら

し

戸
太
神
楽
師

（
曲
芸
師
）
と
し
て
国
内
外
で
活

躍
す
る
仙せ

ん
わ
か若

さ
ん
・
若わ

か
は
る遥

さ
ん
親

子
も
特
別
出
演
。
華
麗
な
技
で
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

郷
ふ る さ と

土の誇りを次
み ら い

世代へ―

350 年以上前から舞い継がれてきた小林で現存する唯一の
神楽です。五穀豊穣と稔りに感謝し、毎年７月 30 日岩戸
神社で行われる夏の大祭（六月灯）で披露されています。

①岩
い わ と か ぐ ら

戸神楽（堤・水流迫）

戦国時代、伊東氏と島津氏は城の争奪に明け暮れました。
その様子が江戸時代の社会安定期に唄や踊りに表現され、
城攻め踊りが発生したと考えられています。

②紙
か み や

屋城
し ろ ぜ

攻め踊
おど

り（野尻町紙屋）

島津・伊東両氏の争いで、島津氏が士気を鼓舞するために
各種の戦法を取り入れ、法螺貝・太鼓を鳴らして踊らせた
のが起源と伝えられています。また、島津氏は兵児踊りを
とおして日頃の士風の鍛錬に励んだともいわれています。

③真
ま が た い っ く へ こ お ど り

方一区兵児踊（真方）

豊臣秀吉の朝鮮出兵で島津氏が各地で勇戦敢闘し、士気を
鼓舞するため鐘や太鼓を打ち鳴らして戦い大勝利したとい
われています。この勇壮な様子を舞踏化したものが輪太鼓
踊りの起源です。

④東
ひが し か た わ だ い こ お ど

方輪太鼓踊り（東方）

朝鮮出兵からの引き揚げ後、島津氏の戦功を祝して領内各
地で踊られたさまざまな踊りの一つが棒踊りと伝えられて
います。その後、家内安全や五穀豊穣を祈願して祭りや行
事などで踊り継がれてきました。

⑥東
ひがし ふ も と し ん ち ば ば ぼ う お ど

麓新地馬場棒踊り（野尻町東麓）

源平合戦での一場面、源氏の武将・熊
くまがい

谷次
じ ろ う

郎直
なおざね

実が平氏の
若武者・平

たいらの

敦
あつもり

盛を討ち取る場面が剣舞として語り継がれ
てきたものと言われています。

⑤剣
け ん ぶ

舞一
いち

の谷
たに

（須木麓）

明治・大正の頃、谷山（鹿児島市）・国分・隼人あたりか
ら今の永田町へ荷馬車業者が移り住み、そこから伝えられ
たのが永田町馬踊りの初めと伝えられています。

⑧永
ながたちょううまおど

田町馬踊り（細野永田町）

朝鮮出兵のとき、島津氏の軍勢が鐘や太鼓を打ち鳴らしつ
つ踊りながら敵陣に入り奮戦した勇壮な様子を舞踏化した
もの。平時の軍事訓練として薩摩藩内で踊られ、江戸中期
に農民の間に広まって小林に伝わったとされています。

⑦細
ほ そ の い っ く わ だ い こ お ど

野一区輪太鼓踊り（細野）
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